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寒空の下での熱い戦い
12月１日（日）、第22回基山町ロードレース大会が行われました。当日は気温が低く、雨も降る天気でしたが、参

加選手は寒さにも負けず、爽快な走をみせていました。

●手塚治虫文化賞マンガ大賞受賞 原泰久さんに

基山町町民栄誉賞の授賞が決定しました！２

●基山町消防団 団員募集！３

●まちの財政事情公表４∼７

●基山町見守りネットワークの協力事業所等を募集します８

●きのくに祭り イベントを開催される団体等募集！９

●白坂久保田２号線道路改良計画意見交換会の

報告について10∼11

●クリーンアップKIYAMAで町がきれいになり

ました！ご協力ありがとうございました12

●まちの話題13∼14

●おしらせ14∼15

●交際費執行状況15

●今月の料理15

●図書館だより16

●やったね！歯ッピーちゃん16
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経済産業省・佐賀県・基山町

今年４月、基山町出身の漫画家で「キングダム」の作者

の原泰久さんが手塚治虫文化賞のマンガ大賞を受賞され

ました。「キングダム」は、現在32巻まで発行され、30巻

までの累計発行部数は730万部超、ＮＨＫのＢＳテレビで

もアニメが放映されるなど、多くの方に支持されています。

また、７月には「基山町ふるさと大使」を引き受けてい

ただき、基山町の良さを全国に広く宣伝し、町のイメージ

アップを図るために、様々な貢献をしていただいており

ます。

今後も「漫画家」として、また、「基山町ふるさと大使」として、

ますますのご活躍が期待されます。

これらのことから、基山町の知名度を高め、町民に夢と希望を与

えている原泰久さんに対し、その栄誉を称えるため、町民栄誉賞を

贈ることを決定しました。

この機会にぜひ、原泰久さんの作品に触れ、皆さんで応援しま

しょう！

※問合せ先

総務課 行政係 電話９２―７９１５

平成25年工業統計調査を実施します平成25年工業統計調査を実施します

○平成25年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事

業所を対象に、平成25年12月31日時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とす

る政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基

礎資料として利活用されます。

○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以

外（税の資料など）に使用することは絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろし

くお願いいたします。

※問合せ先 企画政策課 総合政策係

電話９２―２１８８

手塚治虫文化賞 マンガ大賞受賞 原泰久さんに

基山町町民栄誉賞の授賞が決定しました！

工業統計キャラクター
コウちゃん

△ふるさと大使任命の様子
◁
キ
ン
グ
ダ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

ご
み
・
し
尿
収
集
の
年
末
年
始
の
休
み
に
つ
い
て

次
の
期
間
に
つ
い
て
︑
ご
み
・
し
尿
の
収
集
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

▽
ご
み
収
集
の
お
休
み

１
月
１
日
︵
水
︶
～
１
月
５
日
︵
日
︶

▽
し
尿
収
集
の
お
休
み

12
月
30
日
︵
月
︶
～
１
月
５
日
︵
日
︶
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基
山
町
消
防
団
年
末
特
別
警
戒
【

12
月
26
日
～
30
日
︼

年
末
に
な
る
と
︑
火
を
扱
う
機
会

が
増
え
る
と
共
に
︑
慌
し
さ
で
︑
火

に
対
す
る
注
意
も
疎
か
に
な
り
が
ち

で
す
︒

ま
た
︑
空
気
が
乾
燥
し
て
︑
風
も

強
く
な
り
︑
火
災
が
発
生
し
易
い
季

節
と
な
り
ま
す
︒

基
山
町
消
防
団
で
は
︑
年
末
の
火

災
予
防
を
推
進
す
る
た
め
︑
年
末
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
︒

こ
の
期
間
中
は
︑
夜
間
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
︑
午
後
９
時
に
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
︒

常
日
頃
か
ら
︑﹁
防
火
の
意
識
﹂
を

高
め
て
い
た
だ
き
︑
火
災
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
︒

▽
年
末
特
別
警
戒
期
間

12
月
26
日
︵
木
︶
～
30
日
︵
月
︶

▽
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

※
寝
る
前
に
︑
も
う
一
度
火
の
元
の

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
︒

平
成
25
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築
・

解
家
・
用
途
変
更
さ
れ
た
方
へ

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
︑
家
屋
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
は
︑
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
︒

平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
で
年
内

︵
平
成
25
年
︶に
新
築
や
増
築
(完
成
)

を
さ
れ
た
方
で
︑
ま
だ
役
場
か
ら
の

家
屋
調
査
が
お
済
み
で
な
い
方
は
至

急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

故
意
に
調
査
を
拒
ま
れ
た
場
合
︑

家
屋
評
価
額
が
正
し
く
算
出
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方

は
︑
必
ず
解
家
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
︒
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
︑
次

年
度
以
降
も
課
税
が
残
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

そ
の
ほ
か
︑
家
屋
の
用
途
を
変
更

︵
住
宅
を
店
舗
へ
変
更
な
ど
︶
さ
れ

た
方
は
︑
住
宅
用
地
の
申
告
書
の
提

出
を
お
願
い
致
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

税
務
住
民
課

税
務
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
８

基山町消防団では、火災・災害等の発生に備え

て、地域防災の要となる消防団員を募集してい

ます。

かけがえのない私たちの町をあなたの力で「安

心して住める町」にしませんか。

▷消防団とは

法律に基づいて市町村に設けられている消防

機関で、各市町村に設置されています。

消防団員は、普段各自の職業に就きながら、「わ

が町を災害から守る」という使命感のもと、地域

の防災リーダーとして幅広い活動を行います。

▷主な活動

○災害時の出動

火災、地震等の災害が発生した場合には、消防

署等と一体となり、迅速に消火活動及び救出

活動を行い、住民の生命・財産を守ります。

○警戒・広報活動

年末警戒や火災予防週間中に広報活動を行い、

地域に対し、火災への警戒活動や予防の呼び

かけを行うことで、火災予防に対する意識の

向上を図ります。

○訓練

消防活動には、専門的な知識と技術が必要です。

教養訓練、夏季訓練等を行い、知識や技術の向

上を図り、災害時の活動力の向上を目指します。

▷入団資格

○基山町に居住し、又は勤務していること

○満20歳以上であること

○強い意思を持ち、健康であること

▷消防団員の身分

○消防団員は、非常勤特別職の公務員です。

▷その他

○消防活動等に対して出動手当が支給されます。

○活動に必要な活動服等が貸与されます。

○消防活動中に怪我をされた場合は、条例に基

づき補償されます。

○５年以上団員として活動されますと、退職報

償金が支給されます。

※問合せ先

基山町役場 総務課 行政係

電話９２―７９１５

基山町消防団 団員募集！基山町消防団 団員募集！
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ままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちち
ののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政
事事事事事事事事事事事事事
情情情情情情情情情情情情情
公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表

ま
ち
の
財
政
事
情
公
表

地方譲与税1.0％

地方消費税交付金2.8％

地方特例交付金0.1％

平成24年度
歳入決算額

55億4,705万円

地方交付税20.4％

国庫支出金7.6％

県支出金6.5％

町債
7.2％

町税
43.3％

分担金及び負担金1.6％

使用料及び手数料1.7％

繰入金2.8％

諸収入1.9％

その他2.7％

依存財源
46.0％

自主財源
54.0％

利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、
自動車取得税交付金、
交通安全対策特別交付金0.4%

義務的経費
52.3％

投資的経費
6.5％

その他の経費
41.2％

その他1.9％

繰出金11.3％

補助費等14.1％

維持補修費1.0％

物件費12.9％

災害復旧費0.3％

公債費16.8％

扶助費13.8％

人件費21.7％

普通建設事業費6.2％

平成24年度
歳出決算額

53億8,778万円

歳

入

構

成

比

歳

出

構

成

比

町
で
は
︑
一
般
会
計
や
特
別
会
計

の
予
算
・
決
算
の
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
︒
こ
の
公
表
は
︑
町
の
歳

入
・
歳
出
の
概
況
な
ど
を
十
分
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
︒

歳
入
55
億
４
︐
７
０
４
万
８
千
円

歳
入
の
構
成
は
︑
自
主
財
源
の
割

合
が
54
・
０
％
︵
前
年
度
51
・
９
％
︶

と
な
り
︑
依
存
財
源
46
・
０
％
︵
前

年
度
48
・
１
％
︶
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
︒

歳
出
53
億
８
︐
７
７
８
万
３
千
円

歳
出
に
占
め
る
性
質
別
経
費
の
割

合
は
︑
義
務
的
経
費
が
52
・
３
％
︵
前

年
度
49
・
５
％
︶︑
投
資
的
経
費
が

６
・
５
％
︵
前
年
度
６
・
７
％
︶︑
そ

の
他
の
経
費
は
41
・
２
％
︵
前
年
度

43
・
８
％
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

平
成
24
年
度

決
算
状
況

一
般
会
計

財

政

用

語

▽
自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る

財
源
︒
例
え
ば
地
方
税
︑
分
担
金

や
手
数
料
な
ど
が
こ
れ
に
な
り

ま
す
︒

こ
の
自
主
財
源
の
割
合
が
高

い
ほ
ど
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
︒

▽
依
存
財
源

国
や
県
の
定
め
ら
れ
た
額
を

交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
収
入
︒
地
方
交
付
税
︑

国
・
県
支
出
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
︒

▽
地
方
交
付
税

国
税
の
う
ち
所
得
税
︑
法
人
税
︑

酒
税
︑
消
費
税
及
び
国
の
た
ば
こ

税
よ
り
︑
市
町
村
が
等
し
く
事
務

を
遂
行
で
き
る
よ
う
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
︒

▽
町
税

町
民
税
︑
固
定
資
産
税
︑
軽
自

動
車
税
な
ど
町
民
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
お
金
で
す
︒

▽
町
債

町
が
事
業
を
行
な
う
た
め
国

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金
で

す
︒
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平成25年度 一般会計・特別会計予算の執行状況平成25年度 一般会計・特別会計予算の執行状況

一 般 会 計
(平成25年９月30日現在)

(単位：千円、％) (単位：千円、％)歳 入 歳 出

特 別 会 計

区 分
会 計 名

予算現額
歳 入 歳 出

収入済額 収 入 率 支出済額 執 行 率

国民健康保険特別会計 2,299,318 982,919 42.7 931,915 40.5

後期高齢者医療特別会計 198,596 78,374 39.5 59,243 29.8

下 水 道 特 別 会 計 351,783 93,035 26.4 128,544 36.5

計 2,849,697 1,154,328 40.5 1,119,702 39.3

☆財政事情の詳しい内容は、役場１階の情報公開コーナー及び３階の財政課で公表しています☆

(単位：千円、％)

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表

区 分
款 名

予算現額 収入済額 収入率

1 町 税 2,394,208 1,406,345 58.7

2 地 方 譲 与 税 43,441 16,075 37.0

3 利 子 割 交 付 金 3,474 1,809 52.1

4 配 当 割 交 付 金 4,908 876 17.8

5
株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

1,033 - 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 148,348 88,201 59.5

7 自動車取得税交付金 10,407 4,003 38.5

8 地 方 特 例 交 付 金 6,019 6,019 100.0

9 地 方 交 付 税 999,723 728,433 72.9

10
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

3,215 1,779 55.3

11 分 担 金 及 び 負 担 金 87,805 41,718 47.5

12 使 用 料 及 び 手 数 料 95,362 48,824 51.2

13 国 庫 支 出 金 514,269 186,638 36.3

14 県 支 出 金 443,389 82,592 18.6

15 財 産 収 入 9,981 5,682 56.9

16 寄 附 金 2,260 1,162 51.4

17 繰 入 金 389,742 336 0.1

18 繰 越 金 148,405 148,405 100.0

19 諸 収 入 95,598 24,031 25.1

20 町 債 388,391 - 0.0

計 5,789,978 2,792,928 48.2

区 分
款 名

予算現額
(予備費充用を含む)

支出済額 執行率

１ 議 会 費 102,314 54,696 53.5

２ 総 務 費 910,686 343,875 37.8

３ 民 生 費 1,826,449 639,196 35.0

４ 衛 生 費 719,006 328,545 45.7

５ 労 働 費 5,160 5,160 100.0

６ 農 林 水 産 業 費 67,165 29,187 43.5

７ 商 工 費 60,915 32,063 52.6

８ 土 木 費 502,069 83,966 16.7

９ 消 防 費 292,402 123,372 42.2

10 教 育 費 521,896 191,050 36.6

11 災 害 復 旧 費 1,490 22 1.5

12 公 債 費 763,156 382,925 50.2

13 諸 支 出 金 4,523 209 4.6

14 予 備 費 12,747 - 0.0

計 5,789,978 2,214,266 38.2
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※１ 他団体及び民間への支出金により形成された資産
①生活インフラ・国土保全 673,241千円
②教育 148,394千円
③福祉 25,303千円
④環境衛生 96,836千円
⑤産業振興 115,099千円
⑥消防 6,703千円
⑦総務 116,073千円

計 1,181,649千円
上の支出金に充当された財源

①国県補助金等 301,874千円

基山町のバランスシート基山町のバランスシート

バランスシート（貸借対照表）とは、企業・団体等の財政状況を明らかにするため、資産・負債・純資産を記載した報告

書のことです。年度末に本町が保有する資産・負債などの状況を総括的に表示しています。

（平成25年３月31日現在、単位：千円）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
用
語
解
説

▽
有
形
固
定
資
産

建
物
︑
道
路
︑
公
園
と
い
っ
た

不
動
産
及
び
車
両
︑
高
額
備
品
等

の
動
産
を
い
い
︑
そ
の
保
有
が
長

期
に
及
ぶ
も
の
を
い
い
ま
す
︒

▽
投
資
等

年
度
末
の
投
資
及
び
出
資
金
︑

貸
付
金
︑
基
金
の
現
在
高
を
い
い

ま
す
︒

▽
流
動
資
産

財
政
調
整
基
金
︑
減
債
基
金
の

よ
う
な
流
動
性
の
高
い
現
金
及

び
滞
納
金
の
よ
う
な
回
収
で
き

る
現
金
を
い
い
ま
す
︒

▽
固
定
負
債

翌
々
年
度
以
降
に
支
払
が
到

来
す
る
も
の
で
地
方
債
の
償
還

金
及
び
職
員
全
員
が
退
職
す
る

と
仮
定
し
た
場
合
の
退
職
金
の

金
額
を
い
い
ま
す
︒

▽
流
動
負
債

地
方
債
の
う
ち
翌
年
度
に
お

い
て
返
済
す
べ
き
金
額
等
を
い

い
ま
す
︒

▽
純
資
産

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
借
方
に

計
上
さ
れ
て
い
る
資
産
の
う
ち
︑

す
で
に
住
民
か
ら
納
め
ら
れ
た

税
金
︑
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
を

財
源
と
し
て
取
得
し
て
い
る
金

額
を
い
い
ま
す
︒

借 方
[資産の部]

１ 公共資産

⑴有形固定資産

①生活インフラ・国土保全 13,228,024

②教育 7,502,721

③福祉 319,679

④環境衛生 122,844

⑤産業振興 749,008

⑥消防 168,235

⑦総務 1,873,682

有形固定資産合計 23,964,193

⑵売却可能資産 463,281

公共資産合計 24,427,474

２ 投資等

⑴投資及び出資金

①投資及び出資金 354,067

②投資損失引当金

投資及び出資金計 354,067

⑵貸付金

⑶基金等

①退職手当目的基金

②その他特定目的基金 1,674,383

③土地開発基金 351,722

④その他定額運用基金 27,416

⑤退職手当組合積立金 231,216

基金等計 2,284,737

⑷長期延滞債権 49,359

⑸回収不能見込額 △11,203

⑹歳計外現金

投資等合計 2,676,960

３ 流動資産

⑴現金預金

①財政調整基金 452,389

②減債基金 287,978

③歳計現金 160,579

④歳計外現金

現金預金計 900,946

⑵未収金

①地方税 17,210

②その他 464

③回収不能見込額 △ 4,917

未収金計 12,757

流動資産合計 913,703

資 産 合 計 28,018,137

貸 方
[負債の部]

１ 固定負債

⑴地方債 5,473,546

⑵長期未払金

①物件の購入等

②債務保証又は損失補償

③その他

長期未払金計

⑶退職手当引当金 736,223

⑷損失補償等引当金

⑸歳計外現金

固定負債合計 6,209,769

２ 流動負債

⑴翌年度償還予定地方債 662,138

⑵短期借入金（翌年度繰上充用金）

⑶未払金

⑷翌年度支払予定退職手当

⑸賞与引当金 60,574

⑹歳計外現金

流動負債合計 722,712

負 債 合 計 6,932,481

[純資産の部]

１ 公共資産等整備国県補助金等 5,553,166

２ 公共資産等整備一般財源等 15,485,819

３ その他一般財源等 116,906

４ 資産評価差額 △ 70,235

純 資 産 合 計 21,085,656

負 債 ・ 純 資 産 合 計 28,018,137

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表

②地方債 123,040千円
③一般財源等 756,735千円

計 1,181,649千円
※２ 債務負担行為に関する情報

①物件の購入等 千円
②債務保証又は損失補償 千円
(うち共同発行地方債に係るもの 千円）

③その他 千円
※３ 地方債残高（翌年度償還予定額を含む）のうち4,672,916千円については、償

還時に地方交付税の算定の基礎に含まれることが見込まれているものです。
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行政コスト計算書行政コスト計算書

行政コスト計算書とは、地方公共団体の１年間の行政活動のうち、福祉給付やごみ収集といった資産形成に結びつかない

行政サービスに係る経費と、その行政サービスの対価として得られた収入金等の財源を対比した計算書です。

（平成24年４月１日〜平成25年３月31日、単位：千円）

総 額 (構成比率)
生活インフラ・
国土保全

教 育 福 祉 環境衛生 産業振興 消 防 総 務 議 会 支払利息
回収不能
見込計上額 その他

１

⑴人件費 905,852 19.6% 49,797 144,933 194,040 42,993 45,607 9,686 332,150 86,646

⑵退職手当
引当金繰入等

△24,580 -0.5% △1,198 △4,167 △5,730 △1,244 △1,294 △263 △9,567 △1,117

⑶賞与引当金
繰入額

60,574 1.3% 2,821 9,807 13,486 2,928 3,045 619 22,519 5,349

小 計 941,846 20.4% 51,420 150,573 201,796 44,677 47,358 10,042 345,102 90,878

２

⑴物件費 711,876 15.4% 38,325 193,025 109,207 193,760 27,145 4,072 143,070 3,272

⑵維持補修費 53,777 1.2% 29,373 10,278 801 556 209 12,560

⑶減価償却費 614,818 13.3% 281,434 187,086 13,783 11,464 47,921 8,738 64,392

小 計 1,380,471 29.9% 349,132 390,389 123,791 205,780 75,275 12,810 220,022 3,272

３

⑴社会保障給付 741,786 16.1% 23,833 680,192 37,761

⑵補助金等 746,165 16.1% 737 16,142 53,152 367,375 37,272 221,157 48,889 1,441

⑶他会計等
への支出額

621,508 13.5% 138,440 467,548 12,292 3,228

⑷他団体への
公共資産
整備補助金等

69,259 1.5% 52,086 4,181 320 8,582 2,050 2,040

小 計 2,178,718 47.2% 191,263 44,156 1,201,212 426,010 39,322 224,385 50,929 1,441

４

⑴支払利息 115,779 2.5% 115,779

⑵回収不能
見込計上額

3,521 0.1% 3,521

⑶その他
行政コスト

0.0%

小 計 119,300 2.6% 115,779 3,521

経 常 行 政
コ ス ト ａ

4,620,335 591,815 585,118 1,526,799 676,467 161,955 247,237 616,053 95,591 115,779 3,521

（構 成 比 率） 12.8% 12.7% 33.0% 14.6% 3.5% 5.4% 13.3% 2.1% 2.5% 0.1% 0.0%

【経常収益】 一般財源
振替額

１ 使 用 料 ・
手 数 料 ｂ

158,016 32,084 850 44,629 33,255 10 8,191 38,997

２ 分 担 金 ・
負担金・寄附金 ｃ

48,611 193 38,544 2,966 1,680 4,128 1,100

経 常 収 益 合 計
(ｂ ＋ ｃ) ｄ

206,627 32,084 1,043 83,173 36,221 10 1,680 12,319 40,097

ｄ／ａ 4.5% 5.4% 0.2% 5.4% 5.4% 0.0% 0.7% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(差引)純経常行政
コスト ａ−ｄ

4,413,708 559,731 584,075 1,443,626 640,246 161,945 245,557 603,734 95,591 115,779 3,521 △40,097

【経常行政コスト】

ままままちちちちのののの財財財財政政政政事事事事情情情情公公公公表表表表まちの財政事情公表
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基
山
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
事
業
所
等
を
募
集
し
ま
す

町
内
に
住
所
を
有
す
る
高
齢
者
等

の
緊
急
事
態
等
に
適
切
か
つ
速
や
か

に
対
応
す
る
た
め
に
︑
町
と
連
携
し
︑

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
協
力

事
業
所
等
を
募
集
し
ま
す
︒

町
と
協
力
事
業
所
等
は
︑
基
山
町

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
︑
活
動
を
行
い
ま
す
︒

協
力
事
業
所
等
に
は
︑
通
常
の
業

務
で
行
う
町
民
宅
へ
の
定
期
的
な
訪

問
の
中
で
︑
異
変
に
気
付
い
た
と
き

は
︑
町
や
警
察
署
又
は
消
防
署
へ
通

報
す
る
等
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
も

ら
い
ま
す
︒

ま
た
︑
協
定
を
締
結
し
た
事
業
所

等
に
は
︑
協
力
事
業
所
等
を
表
す
︑

基
山
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹃
き

や
ま
ん
マ
グ
ネ
ッ
ト
﹄
を
交
付
い
た

し
ま
す
︒

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
︒

︵
土
・
日
・
祝
日
除
く
︶

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

100mm

100mm

あ
ん
摩
等
施
術
師
の
指
定
に
つ
い
て

町
で
は
︑
11
月
７
日
付
け
で
︑

は
る
整
骨
院
︵
小
郡
市
三
沢
３
８

８
６
番
地
１

電
話
７
５
︱
２
４
３

１
︶
の
申
請
に
よ
り
︑
基
山
町
あ
ん

摩
等
施
術
師
に
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

﹃
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
﹄
で
子
ど
も
た
ち
が

力
強
い
主
張
(
体
験
)
を
発
表
し
ま
し
た

11
月
９
日︵
土
︶町
民
会
館
小
ホ
ー

ル
に
お
い
て
︑﹃
第
33
回
基
山
町
青

少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
﹄
を
教
育

委
員
会
と
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の

主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
︒

こ
の
大
会
で
は
︑
８
人
の
小
・
中

学
生
が
体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

や
将
来
の
夢
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
主
張
の
発
表
が
あ
り
︑
会

場
に
集
ま
っ
た
１
９
０
人
の
参
加
者

は
︑
発
表
の
内
容
・
態
度
に
深
い
感

銘
を
受
け
ら
れ
た
様
子
で
し
た
︒

ま
た
︑
講
師
に
﹁
つ
く
し
路
１
０

０
㎞
﹂
団
長

梶
原
日
出
男
氏
を
迎

え
て
﹁
親
と
子
ど
も
の
関
わ
り
方
﹂

を
子
ど
も
た
ち
の
今
後
に
向
け
た
就

職
活
動
に
対
す
る
考
え
方
や
︑
思
春

期
に
お
け
る
悩
み
に
つ
い
て
︑
親
と

し
て
の
接
し
方
な
ど
大
変
わ
か
り
易

く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

▽
少
年
の
主
張
︵
体
験
︶

発
表
者
と
テ
ー
マ
の
紹
介
︵
敬
称
略
︶

〇
若
基
小
６
年

佐
藤

寿
亮

｢剣
道
が
僕
を
変
え
た
﹂

〇
若
基
小
６
年

岡

ち
ひ
ろ

｢心
つ
な
い
で
﹂
に
出
演
し
て

〇
基
山
小
６
年

羽
根

風
歌

｢夢
に
向
か
っ
て
﹂

〇
基
山
小
６
年

永
利
友
二
郎

｢僕
の
将
来
の
夢
﹂

〇
基
山
中
２
年

藤
田

彩
花

｢こ
れ
か
ら
の
私
﹂

〇
基
山
中
２
年

松
石

真
尚

｢職
場
体
験
で
考
え
た
こ
と
﹂

〇
東
明
館
中
２
年

石
丸

星
美

｢思
い
や
り
﹂

〇
東
明
館
中
２
年

弥
永

駿
斗

｢夢
﹂

11
月
︑
12
月
に
子
育
て
交
流

広
場
の
集
ま
り
で
あ
る
﹁
ぴ
よ

ぴ
よ
広
場
﹂
と
﹁
こ
っ
こ
広
場
﹂

の
参
加
者
に
︑
子
ど
も
の
食
育

を
目
的
と
し
て
お
に
ぎ
り
と
お

団
子
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒

手
作
り
の
お
や
つ
は
︑
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
の
お
や
つ
に
比
べ
︑
糖
分

や
脂
質
の
摂
り
過
ぎ
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
︑
子
ど
も
の
料
理
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
︑
お

子
様
と
一
緒
に
お
や
つ
を
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
食
育
だ
よ
り
⑤

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
食
育
だ
よ
り
⑤
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きのくに祭り イベントを開催される団体等 募集！

平成26年７月開催予定の「第27回きのくに祭り」におけるイベント（催事）を企画・運営される団体を募集いたし

ます。

▷開 催 日 平成26年７月19日（土）を予定

▷募集内容

対象団体 第２部（午後５時30分〜７時30分の時間帯）でイベントの企画・運営を希望される団体

（個人・任意団体等問いません）

実施要件（留意事項)

・地域の振興発展に寄与する内容のイベントを企画してください。

・イベントの企画・運営等は応募者が自主的に行ってください。

・イベント実施の際は、入場料や観覧料を徴収しない形式にしてください。

・イベントを利用した物品などの販売は行わないでください。

・イベント実施場所は、ステージ上及びステージ前スペースで行ってください。

・ステージは自由に使用できますが、音響照明等設備の使用については別途協議が必要となります。

※イベントの内容やスケジュールの都合で多少時間の変更がありえますが、２時間の枠は変わらない方向で検

討します。

▷申込み方法 商工会及び基山町役場企画政策課に備え付けの「申込書」に必要事項を明記のうえ、期限までに商工

会へ提出してください。

応募された内容は、実行委員会にて書類審査を行います。

▷申込み締切 中間締切 平成26年１月31日（金）

最終締切 平成26年３月28日（金）

※問合せ先

きのくに祭り振興会事務局（基山町商工会内）電話９２―２６５３

開始時間 終了時間 きのくに祭りイベント内容

午後１時 午後１時50分
第１部

開会式（パレード・もちまき）

午後２時 午後５時15分 つなひき大会（大人・子ども）他

午後５時30分 午後７時30分 第２部 この時間帯にイベントの運営を行っていただきます

公
園
の
ト
イ
レ
が
新
し
く
な
り
ま
す

～
平
成
26
年
３
月
18
日
か
ら
～

中
央
公
園
︵
南
側
︶
と
若
宮
児
童

公
園
の
ト
イ
レ
が
新
し
く
な
り
ま
す
︒

工
事
期
間
中
は
︑
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
使
用
で
き
な
い
期
間

・
中
央
公
園
︵
南
側
︶

平
成
25
年
12
月
20
日
︵
金
︶
～

平
成
26
年
３
月
17
日
︵
月
︶

・
若
宮
児
童
公
園

平
成
26
年
３
月
17
日
︵
月
︶
ま
で

※
工
事
の
進
歩
具
合
に
よ
っ
て
は
︑

使
用
開
始
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
整
備
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

◁
完
成
イ
メ
ー
ジ

年
末
年
始
の
基
山
町

循
環
バ
ス
運
休
の
お
知
ら
せ

左
記
の
日
程
で
循
環
バ
ス
を
運
休
し
ま
す
︒

平
成
25
年
12
月
29
日

〜

平
成
26
年
１
月
３
日

１
月
４
日
か
ら
通
常
運
行
い
た
し
ま
す
︒
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12
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
白
坂
久
保
田
２
号
線
の
道
路
改
良

計
画
決
定
に
つ
い
て
︑
そ
の
経
緯
と

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
と
町

と
し
て
の
考
え
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

▽
道
路
改
良
計
画
の
目
的
と
経
緯
に

つ
い
て

目
的
は
︑
第
４
次
基
山
町
総
合
計

画
で
取
り
組
む
幹
線
道
路
の
整
備
並

び
に
︑
第
５
次
行
政
改
革
で
取
り
組

む
道
路
網
整
備
の
幹
線
道
路
行
止
り

の
解
消
の
た
め
で
す
︒

経
緯
に
つ
い
て
︑
こ
の
道
路
改
良

計
画
は
鳥
栖
筑
紫
野
有
料
道
路
の
無

料
化
︵
平
成
19
年
５
月
９
日
完
了
︶

並
び
に
︑
国
道
３
号
線
の
４
車
線
化

︵
平
成
20
年
３
月
27
日
完
了
︶
後
に

実
施
予
定
で
あ
っ
た
た
め
︑
両
事
業

完
了
後
の
平
成
21
年
９
月
３
日
に
け

や
き
台
団
地
の
方
に
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
︒
し
か
し
︑
理
解
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
一
時
凍
結
と
し
て
お

り
ま
し
た
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
主
要
幹
線
道
路

で
あ
る
白
坂
久
保
田
2
号
線
の
行
止

り
は
解
消
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
︑

道
路
改
良
計
画
に
つ
い
て
︑
今
年
７

月
に
け
や
き
台
団
地
内
の
各
区
︑
８

月
に
は
け
や
き
台
団
地
全
体
で
︑
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑

幹
線
道
路
で
あ
る
た
め
︑
９
月
に
は

町
民
全
体
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
︒

▽
意
見
交
換
会
実
施
日

・
地
区
別
意
見
交
換
会

14
区
︵
７
月
14
日
︶

15
区
︑
16
区
︑
17
区
︵
７
月
７
日
︶

・
け
や
き
台
全
体
意
見
交
換
会
︵
８

月
17
日
︶

・
町
全
体
意
見
交
換
会
︵
９
月
１
日
︑

９
月
29
日
︶

▽
意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見
と
町

の
回
答

Ｑ
：
道
路
改
良
の
メ
リ
ッ
ト
︑
デ
メ

リ
ッ
ト
は
な
に
か
︒

Ａ
：
メ
リ
ッ
ト
は
︑

・
災
害
時
に
２
方
向
避
難
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

・
福
岡
方
面
の
出
入
り
が
し
や
す

く
な
り
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
︒

・
け
や
き
台
団
地
内
の
自
動
車
等

の
交
通
量
を
分
散
で
き
ま
す
︒

・
白
坂
地
区
の
集
落
内
の
狭
い
道

路
を
利
用
し
て
︑
け
や
き
台
へ

通
り
抜
け
る
通
過
交
通
の
減
少

に
つ
な
が
り
ま
す
︒

デ
メ
リ
ッ
ト
は
︑

・
パ
ー
キ
ン
グ
方
面
へ
の
通
過
車

両
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

一
般
的
な
問
題
で
あ
り
ま
す
が
︑

現
状
よ
り
も
騒
音
等
の
環
境
の

変
化
及
び
交
通
事
故
の
発
生
に

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
︒

Ｑ
：
国
道
３
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

た
め
に
高
速
ボ
ッ
ク
ス
内
の
改

良
︑
三
国
踏
切
の
幅
員
確
保
︑

国
道
３
号
線
の
交
差
点
処
理
の

対
応
を
先
に
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
︑
三
国
丸
林
線
の
改
良
を

優
先
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

Ａ
：
高
速
ボ
ッ
ク
ス
︑
Ｊ
Ｒ
九
州
三

国
踏
切
︑
国
道
3
号
線
交
差
点

改
良
に
つ
い
て
は
︑
協
議
等
に

時
間
を
要
す
る
と
と
も
に
︑
改

良
の
必
要
性
を
打
ち
出
す
た
め

に
も
白
坂
久
保
田
２
号
線
を
改

良
し
︑
ま
ず
は
︑
行
止
り
解
消

を
行
い
ま
す
︒
高
速
ボ
ッ
ク
ス

等
に
つ
い
て
は
︑
平
成
25
年
度

で
調
査
を
行
っ
て
お
り
︑
今
後

関
係
機
関
と
協
議
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
︒

Ｑ
：
現
在
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
と

な
っ
て
い
る
︑
開
発
時
に
予
定

さ
れ
て
い
た
道
路
を
改
良
し
た

方
が
︑
少
な
い
事
業
費
で
改
良

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒

Ａ
：
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
地

を
変
更
し
て
道
路
を
繋
が
せ
た

場
合
の
工
事
費
は
３
︐
０
０
０

万
円
程
度
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
︑

隣
接
す
る
基
山
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
拡
張
の
影
響
も
あ
り
高
速

道
路
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
す
ぐ
に
交

差
点
と
な
り
︑
見
通
し
が
悪
い

等
の
交
通
安
全
上
問
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
︑
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
出
口
付
近
に
三
差

路
の
交
差
点
を
造
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

Ｑ
：
け
や
き
台
住
民
の
不
満
・
不
安

を
解
消
す
る
方
策
は
︒

Ａ
：
意
見
交
換
会
で
は
︑
通
過
交
通

量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
住
環

境
の
変
化
と
騒
音
を
心
配
す
る

意
見
が
多
数
で
ま
し
た
が
︑
現

時
点
で
は
︑
交
通
量
調
査
を

行
っ
た
結
果
︑
一
定
の
予
想
さ

れ
る
事
案
で
あ
り
ま
す
の
で
︑

け
や
き
台
団
地
の
方
に
は
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
︒

Ｑ
：
土
採
り
し
た
跡
地
の
有
効
活
用
は
︒

Ａ
：
道
路
改
良
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
︑
工
事
の
影
響
部
分
の
み
の

掘
削
を
行
い
ま
す
の
で
公
園
は

残
る
計
画
で
す
︒

Ｑ
：
道
路
改
良
の
メ
リ
ッ
ト
で
２
方

向
避
難
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
ど
う
い
う
災
害
を
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
︒

Ａ
：
地
震
︑
火
災
等
を
想
定
し
て
い

ま
す
︒

Ｑ
：
事
業
費
の
１
億
３
千
万
円
は
ま

だ
増
え
る
の
で
は
な
い
か
︒

Ａ
：
事
業
費
の
１
億
３
千
万
円
は
概

算
の
金
額
で
す
︒
測
量
試
験
費

の
予
算
化
が
成
さ
れ
︑
測
量
を

行
う
ま
で
は
︑
正
確
な
金
額
は

算
出
で
き
ま
せ
ん
︒

Ｑ
：
け
や
き
台
住
民
に
道
路
改
良
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

白
坂
久
保
田
２
号
線
道
路
改
良
計
画
意
見
交
換
会
の
報
告
に
つ
い
て
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Ａ
：
町
に
お
い
て
︑
賛
否
等
を
問
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

Ｑ
：
白
坂
地
区
内
の
狭
い
道
路
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
よ
う

だ
が
︑
白
坂
久
保
田
２
号
線
の

延
伸
と
は
別
に
方
策
は
何
か
あ

る
か
︒

Ａ
：
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
の
で
生

徒
の
安
全
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
︑
地
域
の
方
が
通
行

す
る
の
に
支
障
が
出
て
き
て
お

る
と
い
う
こ
と
で
昨
年
度
︑
鳥

栖
警
察
署
の
方
と
一
方
通
行
︑

通
行
時
間
の
制
限
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
が
︑
通
行
に
制
限

を
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
断
念

し
て
お
り
ま
す
︒

意
見
交
換
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
︑

町
と
し
て
︑
行
止
り
幹
線
を
解
消
す
る

こ
と
が
︑
地
域
の
利
便
性
向
上
と
災
害

時
の
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
︑

道
路
改
良
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
︒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

白坂久保田２号線
道路改良計画区間

町道三国
丸林線

町道三国
丸林線

白
坂
久
保
田
２
号
線

白
坂
久
保
田
２
号
線

至３号線

≪道路改良計画区間周辺図≫

町道から

パークアンドライド方面

町道三国丸林線パークアン

ドライド前から高速ボック

ス中（南側）方面

町道三国丸林線

パークアンド

ライド前面

詳細は基山町ホームページ（http://www.town.kiyama.lg.jp/）にも掲載しています。

広報誌「広報きやま」への有料広告募集中

（お問い合わせ先）基山町役場　企画政策課　総合政策係　９２－２１８８

掲載料　５，０００円／枠（１回掲載）※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日の４０日前までにお申し込みください。

基山パーキングエリア
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11
月
17
日
︵
日
︶
に
秋
の
町
内
一

斉
清
掃
﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
︒
今

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
清
掃
活
動
で
し

た
が
︑
多
く
の
方
の
参
加
に
よ
り
公

園
や
道
路
沿
い
を
中
心
に
町
内
全
体

が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
︒
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

▽
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
量

燃
え
る
ご
み

約
５
・
１
ｔ
︵
１
０
１
９
袋
︶

缶
類

約
０
・
２
ｔ
︵
35
袋
︶

ビ
ン
類

約
０
・
１
ｔ
︵
12
袋
︶

不
燃
物
類

約
０
・
１
ｔ
︵
16
袋
︶

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

約
０
・
０
２
ｔ
︵
19
袋
︶

ま
た
︑
自
分
た
ち
の
住
む
環
境
を

自
分
た
ち
の
手
で
よ
り
よ
い
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
11
月

の
第
３
日
曜
日
を
﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
日
﹂
と
し
︑
来

年
度
以
降
も
継
続
し
て
町
内
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
を
心
掛
け
て
︑
き
れ
い
な
町
並
み

と
自
然
環
境
の
保
全
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
町
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
！
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
制
度
は
︑
企
業
用
地
等
の
所

有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
︑
当
該
用

地
を
町
が
登
録
・
公
表
す
る
こ
と
で
︑

企
業
用
地
等
を
必
要
と
し
て
い
る
企

業
等
に
情
報
提
供
し
︑
企
業
立
地
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
︒

▽
申
請
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方

①
企
業
用
地
等
の
所
有
者
で
あ
っ
て
︑

宅
地
建
物
取
引
業
者
と
宅
地
建
物

取
引
業
法
に
基
づ
く
媒
介
契
約
を

締
結
し
て
い
な
い
方

②
宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ
っ
て
︑

企
業
用
地
等
の
所
有
者
と
宅
地
建

物
取
引
業
法
に
基
づ
く
専
任
媒
介

契
約
︵
専
属
専
任
媒
介
契
約
を
含

む
︒︶
を
締
結
し
て
い
る
方

▽
登
録
で
き
る
物
件
︵
抜
粋
︶

①
町
内
に
所
在
す
る
未
利
用
の
土
地
︑

工
場
︑
倉
庫
︑
店
舗
及
び
事
務
所

で
あ
る
こ
と
︒

②
都
市
計
画
法
第
８
条
第
１
項
に
規

定
す
る
近
隣
商
業
地
域
︑
商
業
地

域
︑
工
業
地
域
又
は
準
工
業
地
域

内
に
所
在
す
る
こ
と
︒

そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
事
前
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
︒

※
町
は
︑
企
業
用
地
等
に
係
る
情
報

を
提
供
す
る
の
み
で
︑
交
渉
に
つ

い
て
は
一
切
関
与
せ
ず
︑
す
べ
て

登
録
者
と
交
渉
者
の
責
任
に
お
い

て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

企
画
政
策
課

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

(詳
細
に
つ
い
て
は
︑基
山
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
頂
け
ま

す
︒︶

基
山
町
企
業
用
地
等
情
報
提
供
制
度
に
つ
い
て

｢
第
23
回
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
23
回
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
11
月

17
日
︵
日
︶
に
久
留
米
市
み
づ
ま
総

合
体
育
館
他
４
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
︒

基
山
町
か
ら
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
︑
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
︑
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︑
室
内

ペ
タ
ン
ク
︑
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
の
競

技
に
１
０
５
名
の
選
手
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
︒

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

▽
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

準
優
勝

中
園

登
志
男

第
５
位

渡
辺

孝
明

第
７
位

天
本

昇
三

第
８
位

太
田

博
史

▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

Ｂ
パ
ー
ト
第
２
位基

山
Ｌ
Ｂ
ク
ラ
ブ

Ｃ
パ
ー
ト
第
２
位

基
山
さ
つ
き

▽
室
内
ペ
タ
ン
ク

Ｂ
パ
ー
ト
第
２
位

ス
ポ
ー
ツ
大
国
き
の
く
に
が
ま

だ
す
Ｂ

Ｃ
パ
ー
ト
第
２
位

き
や
ま
さ
わ
や
か
Ａ

Ｄ
パ
ー
ト
優

勝
き
や
ま
さ
わ
や
か
Ｂ

▽
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス

Ａ
パ
ー
ト
第
２
位

な
ご
み
ス
リ
ー

Ｄ
パ
ー
ト
優

勝
き
や
ま
Ｎ
Ｓ
Ｃ
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︿
有
料
広
告
﹀

11
月
15
日
︵
金
︶
基
山
町
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
第
３
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

初
秋
の
曇
天
の
下
︑
各
区
よ
り
会
員

90
名
が
参
加
し
︑
元
気
で
︑
明
る
く
︑

楽
し
い
プ
レ
イ
が
で
き
︑
大
会
を
と

お
し
て
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
︒

大
会
結
果

男
子
の
部

優
勝

石
田

健

２
位

古
賀

政
徳

３
位

長

登
志
雄

４
位

山
本

茂
夫

５
位

舟
木

貞
雄

女
子
の
部

優
勝

山
内

恒
子

２
位

坂
口

宮
子

３
位

井
邊

仁
美

４
位

長
野

幸
代

５
位

中
島

榮
津
子

11
月
９
日
︵
土
︶
か
ら
10
日
︵
日
︶

の
２
日
間
︑
宮
崎
県
の
え
び
の
市
で

第
15
回
基
山
町
・
え
び
の
市
少
年
野

球
交
流
大
会
が
行
わ
れ
︑
基
山
町
の

４
チ
ー
ム
と
え
び
の
市
の
４
チ
ー
ム

計
８
チ
ー
ム
で
交
流
試
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
︒

基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス
が
︑
勝
負
所

で
の
集
中
打
で
見
事
全
勝
し
８
年
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
︒

☆
大
会
結
果

優

勝

基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス

準
優
勝

基
山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

☆
個
人
賞

・
最
優
秀
選
手
賞

中
園
陵
太︵
基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス
︶

・
敢
闘
賞

日
永
田
龍
輝
︵
基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス
︶

河
内
喜
詞
︵
基
山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
︶

細
川
真
生
︵
基
山
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
︶

内
山
瑠
斗︵
基
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
︶

11
月
19
日
︵
火
︶
に
佐
賀
県
庁
に

お
い
て
佐
賀
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

基
山
町
か
ら
は
村
山
義
雄
さ
ん
︑

芥
原
瑞
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

村
山
さ
ん
は
昭
和
50
年
か
ら
︑
芥

原
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
国
勢
調
査

等
の
様
々
な
統
計
の
調
査
員
に
従
事

さ
れ
︑
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
︒

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

10
月
19
日
︵
土
︶
に
唐
津
市
第
五

中
学
校
で
佐
賀
県
武
術
太
極
拳
競
技

大
会
が
行
わ
れ
︑
太
極
拳
団
体
の
部

で
基
山
太
極
拳
が
優
勝
し
ま
し
た
︒

暑
い
夏
の
練
習
に
汗
を
流
し
︑
７

人
で
そ
ろ
っ
て
表
演
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
頑
張
り
ま
し
た
︒

来
年
10
月
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ

る
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ

大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１

４
へ
佐
賀
県
代
表
と
し
て
参
加
し
ま

す
︒

基
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
３
回

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
!!
第
15
回

基
山
町
え
び
の
市
交
流
少
年
野
球
大
会

佐
賀
県
統
計
協
会
総
裁

表
彰
を
受
賞

さ
が
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

基
山
太
極
拳
優
勝

住まいのトータルクリニック

株式会社 リビングモア 佐賀

基山町園部2794-18

TEL　(0942) 92 - 6009    / FAX　(0942) 92 - 5678

平成25年9月1日より「古賀住宅設備㈱」は
「㈱リビングモア 佐賀」へと社名を変更しました
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11
月
17
日
︵
日
︶︑
第
５
回
ス
ポ
ー

ツ
吹
き
矢
佐
賀
県
大
会
が
︑
大
和
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
︑
基

山
町
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒

▽
大
会
結
果

・
６
メ
ー
ト
ル
の
部

準
優
勝

弐
原

悳

・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
部

優

勝

弐
原

悳

３

位

国
金

光
男

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
部
で
は
随
時
会

員
募
集
中
で
す
︒
毎
週
土
曜
日
の
午

前
中
に
武
道
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
︒

見
学
や
体
験
も
歓
迎
で
す
︒
お
待
ち

し
て
い
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
大
国
き
の
く
に

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

11
月
12
日
︵
火
︶︑
鳥
栖
工
業
高
校

の
男
子
駅
伝
部
が
県
大
会
優
勝
の
報

告
と
︑
全
国
大
会
出
場
へ
の
応
援
の

依
頼
の
た
め
町
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
︒鳥

栖
工
業
高
校
男
子
駅
伝
部
は
︑

11
月
３
日
︵
日
︶
に
佐
賀
市
で
開
催

さ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
︑
４
年
連

続
38
回
目
の
優
勝
に
輝
き
︑
全
国
大

会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

同
チ
ー
ム
の
古
川
監
督
は
︑﹁
今

年
の
チ
ー
ム
は
︑
今
回
の
県
大
会
で

す
べ
て
の
区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し

た
ほ
か
︑
タ
イ
ム
も
鳥
栖
工
業
の
県

大
会
に
お
い
て
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

佐
賀
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
高
校
駅
伝
県
大
会
優
勝
の
鳥
栖
工
業

高
校
生
徒
が
町
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
取
込
・
編
集
・

印
刷
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

▽
日
時

平
成
26
年
1
月
20
日
︵
月
︶・
28
日

︵
火
︶
の
２
日
間

▽
コ
ー
ス

・
午
前
の
組

午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

・
午
後
の
組

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
民
会
館
視
聴
覚
教
室

▽
内
容

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
写

真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
要
領

や
自
分
の
好
み
に
応
じ
た
写
真
の

編
集
お
よ
び
印
刷
方
法
を
勉
強
し

ま
す
︒

▽
募
集
人
数

各
コ
ー
ス
先
着
20
名

︵
計
40
名
︶

▽
受
講
料

５
０
０
円
︵
資
料
代
︶

▽
持
っ
て
く
る
も
の

画
像
の
入
っ

た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
︵
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
を
使
用
︶

※
教
材
︵
パ
ソ
コ
ン
︵
ビ
ス
タ
︶
及

び
資
料
︶
は
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山

で
準
備
し
て
い
ま
す
︒

▽
申
込
み
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話

に
て
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

希
望
コ
ー
ス
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︵
澤
田
︶

電
話
９
２
︱
１
８
１
６

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
︑

在
宅
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
寝
た
き
り
高
齢
者
等

を
在
宅
で
日
常
介
護
し
て
い
る
方
に

手
当
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
︒

受
給
対
象
者
は
︑
毎
年
２
月
１
日

現
在
本
町
内
に
住
所
を
有
し
︑
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
高
齢
者

等
を
１
年
以
上
在
宅
介
護
し
て
い
る

等
判
定
基
準
が
あ
り
ま
す
︒
調
査
は

地
区
担
当
民
生
委
員
に
依
頼
し
て
お

り
ま
す
︒
詳
し
く
は
１
月
10
日︵
金
)

ま
で
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
９
２
︱
３
３
１
１

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
募
集

︻
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︼

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
介
護

者
手
当
支
給
に
つ
い
て

【

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
︼

だ
っ
た
︒
こ
の
勢
い
の
ま
ま
︑
全
国

大
会
で
も
︑
い
い
結
果
を
出
し
た

い
︒﹂と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
︒

駅
伝
部
に
は
基
山
町
在
住
の
選
手

も
複
数
所
属
し
て
お
り
︑
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

全
国
大
会
は
12
月
22
日
︵
日
︶
に

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
︒
皆
さ
ま
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

商
工
会
シ
ー
ル
会
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

基
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
主

催
に
よ
る
商
工
会
シ
ー
ル
会
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
17
日
︵
日
︶

基
山
町
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

当
日
は
朝
か
ら
少
雨
状
態
の
天
気
で

し
た
が
︑
１
３
０
名
の
選
手
が
参
加
し
︑

商
工
会
シ
ー
ル
会
の
皆
様
と
会
員
各
位

が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
︒

▽
大
会
結
果

・
優

勝



井

深
雪
(三
四
会
)

ス
コ
ア
28

・
準
優
勝

吉
住

修
︵
球
愛
会
︶

ス
コ
ア
29

・
第
３
位

福
永

雄
之
︵
五
区
愛
好

会
︶

ス
コ
ア
29
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寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
附
︼

▽
匿
名

２
０
０
︐
０
０
０
円

▽
石
田
佳
都
子

２
０
︐
０
０
０
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
長
野

邦
子

神
ノ
浦
第
５
︵
亡

稔
︶

▽
藤
田

正
義

白
土
︵
亡

ト
ミ
子
︶

▽
中
村
ヒ
ロ
子

秋
光
西
︵
亡

淳
美
︶

▽
井
上
ヤ
ス
エ

永
田
１
︵
亡

憲
司
︶

▽
原

明
彦

小
郡
市
︵
亡

孝
治
︶

▽
大
古
場
膽
治

宿
１
丁
目
︵
亡

ハ
ツ
ヱ
︶

(敬
称
略
)

変
わ
り
い
な
り
２
種

材
料

４
人
分

油
揚
げ
４
枚
︑
Ⓐ

︵
だ
し
汁
250
㎖
︑
砂

糖
小
さ
じ
２
︑
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
１
︑

酒
大
さ
じ
１
︶
米

200
ｇ
Ⓑ
︵
酢
大
さ

じ
２
と
1
/2
︑
砂

糖
大
さ
じ
１
︑
塩

小
さ
じ
1
/3
︑
ス

キ
ム
ミ
ル
ク
小
さ
じ
２
︶
Ⓒ
︵
６
Ｐ
チ
ー
ズ

20
ｇ
︑
柴
漬
け
20
ｇ
︑
大
葉
2
枚
︶
Ⓓ
︵
ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
20
ｇ
︑
生
姜
２
ｇ
︑
６
Ｐ

チ
ー
ズ
20
ｇ
︑
き
ゅ
う
り
20
ｇ
︶

作
り
方

①
油
揚
げ
は
半
分
に
切
り
口
を
開
き
︑
熱

湯
を
回
し
か
け
油
抜
き
を
す
る
︒
鍋
に

Ⓐ
を
煮
立
て
︑
油
揚
げ
を
加
え
て
落
し

蓋
を
し
︑
沸
騰
後
弱
火
に
し
15
分
程
煮

含
め
て
冷
ま
す
︒

②
Ⓑ
の
調
味
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
す
し
酢
を

作
り
︑
炊
き
立
て
の
ご
飯
に
手
早
く
混
ぜ

合
わ
せ
て
冷
ま
し
︑
半
分
に
分
け
て
お
く
︒

③
Ⓒ
は
︑
６
Ｐ
チ
ー
ズ
を
小
さ
め
の
角
切
り
︑

柴
漬
け
は
み
じ
ん
切
り
︑
大
葉
は
せ
ん

切
り
に
し
︑
半
分
の
酢
飯
に
混
ぜ
合
わ

せ
て
４
等
分
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
①
の
油
揚

げ
に
詰
め
る
︒

④
Ⓓ
は
︑
み
じ
ん
切
り
に
し
た
生
姜
と
︑
ち

り
ん
め
ん
じ
ゃ
こ
を
残
り
の
酢
飯
に
混

ぜ
合
わ
せ
る
︒
４
等
分
に
し
①
の
油
揚

げ
を
裏
返
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
詰
め
て
上
に

角
切
り
に
し
た
６
Ｐ
チ
ー
ズ
と
飾
り
切

り
し
た
き
ゅ
う
り
を
飾
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
519
㎉
︑
た
ん
白
質
20.3
ｇ
︑
脂

質
26.3
ｇ
︑
カ
ル
シ
ウ
ム
304
㎎
︑
塩
分
1.4
ｇ

青
梗
菜
の
煮
び
た
し

材
料

４
人
分

青
梗
菜
280
ｇ
︑
し
め
じ
80
ｇ
︑
人
参
60
ｇ
Ⓐ

︵
牛
乳
300
㎖
︑
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ
１
︑

塩
小
さ
じ
１
／
３
︑
酒
大
さ
じ
１
︶︑
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
１
と
１
／
２
︑
か
つ
お
節
１

袋
︵
４
ｇ
︶

作
り
方

①
青
梗
菜
は
︑
３
～
４
㎝
の
長
さ
に
︑
人
参

は
短
冊
切
り
に
す
る
︒

②
鍋
に
Ⓐ
︑
人
参
を
入
れ
て
煮
立
て
︑
弱
火

で
５
分
程
煮
る
︒

③
中
火
に
し
青
梗
菜
を
加
え
︑
さ
ら
に
煮

込
み
︑
仕
上
げ
に
し
ょ
う
ゆ
︑
半
量
の
か

つ
お
節
を
加
え
︑
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
︒

④
器
に
盛
り
付
け
︑
残
り
の
か
つ
お
節
を

か
け
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
79
㎉
︑
た
ん
白
質
4.9
ｇ
︑
脂

質
3.1
ｇ
︑
カ
ル
シ
ウ
ム
164
㎎
︑
塩
分
0.9
ｇ

基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
︑
町

の
委
託
を
受
け
︑
10
月
～
11
月
に
調
理
講
習
会

を
行
い
ま
し
た
︒

内
容
は
﹁
牛
乳
・
乳
製
品
﹂
を
使
っ
た
カ

ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
調
理
実
習
と
試
食
で
好

評
で
し
た
︒

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
粗
鬆
症
予
防
を
は
じ
め
︑

色
々
な
疾
病
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
で
︑

毎
日
の
食
事
で
上
手
に
摂
り
た
い
も
の
で
す
︒

ま
た
︑
食
事
だ
け
で
な
く
運
動
も
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
︒
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
︵
運
動
器
症
候
群
︶
予
防
の
ロ
コ
モ

体
操
な
ど
も
お
勧
め
で
す
︒
自
分
の
レ
ベ

ル
に
合
っ
た
安
全
な
方
法
で
行
い
ま
し
ょ

う
︒保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
ロ
コ
モ
予
防
カ
ー

ド
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
︒
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
︒

＊
他
の
献
立

鶏
団
子
汁
・
人
参
ゼ
リ
ー

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電

話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

今
月
の
料
理

～
生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
よ
り
～

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

広
報
き
や
ま
12
月
１
日
号

４
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
し
た
﹁
税
金
に
関
す
る
大

切
な
お
知
ら
せ
で
す
﹂
記
事
中
︑

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
お

詫
び
し
て
左
記
の
通
り
訂
正

い
た
し
ま
す
︒

︽
４
ペ
ー
ジ
５
段
目
︾

︻
正
︼

全
体
の
控
除
額
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
で
す
︒

︻
誤
︼

延
滞
の
控
除
額
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
で
す
︒

交
際
費
執
行
状
況

基
山
町
町
長
交
際
費
の
公
表
に
関

す
る
要
綱
に
基
づ
き
︑
町
長
交
際
費

の
平
成
25
年
度
10
月
︑
11
月
分
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
︒

支出種別 支出年月日
支出金額

(単位：円）
支出の相手方及び行事名等 行事等の開催日

御 祝
平成25年

10月15日
5,000 城戸生産森林組合総会 10月20日

御 祝
平成25年

10月22日
5,000 第18回つつじの里大運動会 10月27日

10、11月分合計 ２件 10,000円

平成25年度累計 10件 51,940円

▽
日
時

12
月
21
日
︵
土
︶

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▽
内
容

成
年
後
見
人
・
成
年
後
見

監
督
人
の
仕
事
の
内
容
︑
福
祉
の

現
場
か
ら
見
た
成
年
後
見
︑
成
年

後
見
人
と
し
て
の
心
構
え
︑
個
別

相
談

等

※
都
合
に
よ
り
︑
講
座
内
容
が
変
更

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

▽
場
所

佐
賀
市
駅
前
中
央
１
丁
目

８
︱
32

ｉ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
５
階

▽
申
込
み
方
法

左
記
の
問
合
せ
へ

お
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
定
員

先
着
74
人

▽
受
講
料

無
料

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

(公
社
︶
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

(佐
賀
県
司
法
書
士
会
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
９
︱
０
６
２
６

司
法
書
士
に
よ
る

成
年
後
見
制
度
入
門
講
座

︻
佐
賀
県
司
法
書
士
会
︼
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

▼
基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

︻
一
般
寄
付
︼

▽
基
山
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

３
９
︐
０
０
０
円

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
付
︼

▽
岡
田
香
真
流
大
正
琴１

５
︐
６
０
０
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
藤
田

和
己

第
９
区
︵
亡

シ
ヅ
エ
︶

▽
平
田

一
男

古
寺
︵
亡

一
郎
︶

▽
永
尾

浩
一

本
桜
６
︵
亡

吉
枝
︶

▽
平
野

守

永
田
１
︵
亡

タ
ツ
エ
︶

▽
大
石
ヤ
ス
エ

小
松
西
︵
亡

武
夫
︶

▽
田
代

和
則

き
や
ま
台
２
丁
目
︵
亡

政
和
︶

▽
熊
倉
紀
代
美

け
や
き
台
４
丁
目
︵
亡

徹
︶

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０

新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢村上海賊の娘 上巻｣ 和田 竜／著 新潮社刊

和睦が崩れ、信長に攻められる大坂本願寺。毛

利は海路からの支援を乞われるが、成否は「海賊

王」と呼ばれた村上武吉の帰趨にかかっていた。

折しも、娘の景（きょう）は上乗りで難波へむか

う。家の存続を占って寝返りも辞さない緊張の続

くなか、度肝を抜く戦いの幕が切って落とされ

る！ 第一次木津川合戦の史実に基づく一大巨篇。

｢終物語 上｣
西尾 維新／著 講談社刊

何かの制裁を受けるかのように、じりじりと追

い詰められてきた阿良々木暦（あららぎこよみ）。

そのカギを握る謎の少女・忍野扇（おしのおうぎ）

との出会い、そして、阿良々木暦自身の隠された過

去に迫る！

｢賢者は幸福ではなく信頼

を選ぶ」 村上 龍

｢ゴ ー マ ニ ズ ム 宣 言

SPECIAL半TPP論」

小林 よしのり

｢美しい毛筆年賀状」

鎌田 悠紀子

｢Making世界一」

吉松 育美

｢材料入れてコトコト煮込

むだけレシピ」 堤 人美

｢iPhone 5s スタートブッ

ク」 SBクリエイティブ

｢振 袖大好き！ 2014 −

2015」 世界文化社

｢わたしのすてきなクリス

マスツリー（絵本）」

ダーロフ・イプカー

基
山
町
役
場

企
画
政
策
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/

や
っ
た
ね
！
歯
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん

～
保
健
セ
ン
タ
ー
～

11
月
の
３
歳
児
健
診
で
︑
む
し
歯
が
無
か
っ
た
子
ど
も
達
を
12
月
15
日
号
と

１
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
︒

(50
音
順
)

内
うち

山
やま

陽
ひ

路
ろ

くん

白
しら

仁
に

田
た

蒼
そう

介
すけ

くん

有
あり

家
いえ

穏
のん

ちゃん入
いり

江
え

郁
たか

慶
よし

くん

酒
さか

井
い

碧
あおい

ちゃん髙
たか

木
き

優
ゆう

斗
と

くん

図書館お役立ちメモ

図書館では

過去１年分の新聞を

見ることができます

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

１月５日（日）午前９時30分より
児童室にて

｢十二支のしんねんかい」
みき つきみ／文
柳原 良平／画

｢わたしのゆたんぽ」
きたむら さとし／絵と文

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９

小
こ

宮
みや

斗
とう

磨
ま

くん


